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第８回藤沢市文化財保存活用地域計画策定協議会議事録 

 

１ 日 時 ２０２６年７月２日（木）午後２時～午後３時 

 

２ 場 所 藤沢市役所８階 ８－１・８－２会議室 

 

３ 出席者 

（委員） 

会長、韓副会長、淺田委員、遠山委員、相原委員、伊澤氏（相馬委員代理）、古田

委員、酒井委員、須田委員、洞委員、三村委員、窪島委員、堀部委員 

（オブザーバー） 

県・谷口主査、文化芸術課森本課長、観光課齊藤課長、街なみ景観課関根課長、

みどり保全課初見課長、予防課三橋参事 

（事務局） 

榮課長、山出課長補佐、寺本課長補佐、後藤主査、桐原主任、芦葉主任、松本事

務職員 

 

４ 次 第 

（１）前回協議会の振り返りについて 

（２）議会 

  ア 文化庁との調整結果及び今後の流れについて 

   イ  概要版(案)について 

   ウ (仮称)藤沢市藤沢郷土資源保存活用推進協議会について 

（３）事務連絡 

（４）閉会 

 

５ 議事録 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様お集まりくださりありがとうございます。定刻より少し前になりますが、

委員の皆様全員お揃いになっておりますので、これから第８回藤沢市文化財保

存活用地域計画策定協議会を開会させていただきます。まず本協議会の成立に

ついて確認をさせていただきます。藤沢市文化財保存活用地域計画策定協議会

設置要綱第６条第２項におきまして、会議は委員の過半数の出席をもって成立

すると規定されております。本日は１４人中１３人がご出席されておりますの

で会議が成立していることをご報告いたします。なお、本日は藤沢商工会議所

の田中様からご欠席の旨ご連絡をいただいております。次に、本協議会は、藤

沢市情報公開条例に則り傍聴を認めておりますが、希望者がいらっしゃいませ
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委員 

 

 

事務局 

 

 

委員(代理) 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

文化芸術課 

課長 

事務局 

予防課課長 

 

事務局 

 

事務局 

 

んでしたので、傍聴者なしとして始めさせていただきます。ここで本日の資料

の確認をさせていただきます。事前に送付差し上げた資料といたしまして、「次

第」がございまして、次に資料１「第７回藤沢市文化財保存活用地域計画策定

協議会について」、資料２「文化庁との調整結果及び今後の流れについて」、資

料３「地域計画概要版 藤沢郷土資源を未来へ」、資料４「（仮称）藤沢市藤沢

郷土資源保存活用推進協議会について」になります。それから、本日追加でお

配りした資料といたしまして、資料３「地域計画概要版」の差し替え、席次表

がございます。資料に不足等ございましたら、事務局までお声かけください。

それでは、新年度で異動等もありましたので、新任者の方は一言ごあいさつを

いただければと思います。まずは、宗教法人江島神社、相原委員お願いいたし

ます。 

江島神社の相原と申します。前任の堀嵜に代わりまして今日から担当となりま

した。皆様のお知恵を拝借いたしまして、勉強させていただければと存じます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。続きまして、江ノ島電鉄株式会社、相馬委員の代理

といたしまして、伊澤様にご出席いただいております。ごあいさつをお願いい

たします。 

皆さんこんにちは。江島電鉄株式会社、人事総務部の伊澤と申します。本来で

あれば４月の人事異動で本委員になりました相馬という女性のものが伺う予

定でしたが、どうしても調整がつかなかったため、私が本日代理で伺いました。

今後とも一つよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。続きまして、藤沢市立中学校校長、窪島委員お願い

いたします。 

こんにちは。藤沢市立鵠沼中学校校長の窪島義浩と申します。藤沢市立中学校

長会で役割の変更がありまして、今年度は私が担当させていただくことになり

ました。どうぞよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。続いて、オブザーバーに移らせていただきます。文

化芸術課の森本課長、お願いいたします。 

皆様、こんにちは。文化芸術課の課長を拝命いたしました森本と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。続きまして、予防課の三橋参事お願いいたします。 

私も同じくこの４月から消防局の予防課課長になりました三橋と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。最後に事務局からごあいさつさせていただきます。

まず、課長補佐の寺本から順にお願いします。皆様よろしくお願いいたします。 

４月に異動して参りました寺本と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 
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事務局 

 

事務局 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

郷土歴史課２年目の後藤と申します。今年からこの協議会の担当をさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

同じく郷土歴史課２年目の松本と申します。よろしくお願いいたします。 

以上となります、次第に沿って進めさせていただきます。議題に入る前に前回

協議会の振り返りをさせていただきます。お手元の資料１をご覧いただけます

でしょうか。資料１「第７回藤沢市文化財保存活用地域計画策定協議会につい

て」となります。第７回は２０２６年１月１６日金曜日に開催をさせていただ

いております。議題としましては全部で六つございます。一つ目が議題（１）

「１２月藤沢市議会定例会こども文教常任委員会における中間報告について」

になります。中間報告を１２月議会に行いましたので、その内容について説明

をさせていただきました。また、議題とは異なりますが、２月市議会定例会の

子ども文教常任委員会におきまして、最終報告を行っておりますので、そちら

についてもこの場で報告させていただきます。議題（２）「パブリックコメン

トの結果について」事務局から説明をさせていただきました。市民から寄せら

れた１６件の意見、それからそれに対する市の考え方を説明しております。次

のページに移りまして、議題（３）「藤沢市文化財保存活用地域計画の本文に

ついて」、いくつか修正を行いましたのでその内容について説明をさせていた

だきました。最終的には計画の本文としてはもう固めておりまして、後ほど詳

しく説明させていただきますが、文化庁に提出をしております。議題（４）「地

域計画の資料編について」、掲載する予定の内容についてご説明をさせていた

だきました。こちらについても、既に文化庁に提出しております。議題（５）

「文化財リストについて」、これまでも文化財リストについてご説明をさせて

いただいてきたところですが、最終的な内容の報告をさせていただいたところ

です。そして、議題（６）「今後の流れについて」説明をさせていただきまし

た。２月市議会定例会での最終報告、それから３月の文化財保護委員会で最終

的な意見聴取を行い計画を完成させ、７月の策定協議会の開催予定とお話をさ

せていただきました。資料１の説明は以上となります。 

それではここから先の議事進行につきましては、会長にお願いしたいと思いま

す。会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

雨が降って足元が悪かったかと思いますが、お集まりいただきありがとうござ

います。早速、第８回の策定協議会を進めさせていきます。お手元に次第がご

ざいますので、これに従って進めさせていただこうと思います。今、事務局か

ら前回の報告がございましたが、これについても何か考え、あるいはご意見等

があれば、皆さんでおっしゃっていたいただければと思います。３の議題（１）

から（３）までございます。これを順次進めさせていただこうと思います。議

題（１）「文化庁との調整結果及び今後の流れについて」事務局からご説明を

お願いいたします。 
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神奈川県主査 

(オブザーバ

ー) 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「文化庁との調整結果及び今後の流れについて」ご説明いたします。資料２を

ご確認ください。１枚目は、令和８年度４月から現在までの文化庁との調整結

果について時系列で記載しております。現在、計画の認定に向けた文化庁との

調整は最終段階にあります。６月２６日に神奈川県の答申を経て、文化庁へ正

式に認定申請を行いました。７月中旬に文化審議会での諮問・答申が行われ、

順調に進めば、文化庁長官による認定を受ける予定となっております。計画認

定後の令和８年度後半からは、計画に基づいた運用を行います。 具体的には、

「推進協議会（案）」を１１月及び１月に開催し、１月には計画の認定を記念

するとともに計画を周知するためのシンポジウムを実施する予定でおります。

一枚めくっていただき、２枚目、３枚目の資料は、文化庁に提出した文化審議

会諮問資料兼報道発表資料となります。資料の記載内容は計画本文の引用とな

っており、掲載している内容や配置などは、文化庁からの指導を受け作成して

おります。３枚目、関連文化財群、ふじさわ歴史ストーリーでは「旅人と商人

でにぎわうまち、藤沢宿」を取り上げ、課題・方針・主な取組について記載し

ております。以上、簡単ですが、文化庁との調整結果及び今後の流れについて

の説明となります。 

ありがとうございました。ただいまのお話がございました文化庁との調整結果

という進捗状況を含めたご説明、及びこれからの流れについてお話がございま

した。 

資料の中で、６月２６日に神奈川県の答申を付してと記載されている箇所は、

神奈川県の副申を付してに訂正ください。事前にお伝えできず申し訳ございま

せん。 

わかりました。いかがでしょうか。全体の話の中で何かお気づきのことがあれ

ばご質問などお願いしたいと思います。先に議題を進めさせていただきます。

議題（２）「概要版(案)について」ご説明をお願いします。 

「概要版（案）について」説明いたします。資料３をご確認ください。概要版

に関しては、計画本文とは異なり、藤沢市文化財保存活用地域計画を広く市民

に知ってもらうためのツールとしての活用をめざしております。そのため、本

文に比べ、文章を極力減らし、図や写真・イラスト等を多用し、視覚的にわか

りやすくなるよう、意図して作成しております。次に、内容について説明いた

します。表紙は、本文とは異なり、将来像である「藤沢郷土資源を未来へ～藤

沢郷土資源をつないで みんながつながるまち～」を前面にアピールする構成

にしております。２ページは藤沢郷土資源の説明、３ページは地域計画及び藤

沢郷土資源が置かれている状況をわかりやすく説明するページにしました。４

～５ページは、藤沢郷土資源を知ってもらうため、文化財の類型ごとに写真を

用いて例示しました。６～７ページは、歴史文化の特徴の５つを色ごとに分け

て視覚的効果を狙った内容にしました。８～９ページは、将来像や基本目標と



 

5 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

委員 

ともに、それに係る方針及び取組を記載しました。１０～１１ページは、４つ

の藤沢歴史ストーリーを紹介するページとしました。最終１２ページは、それ

らの取組を推進するため、市民の皆様や、所有者、関係団体、教育・行政機関

が連携し、将来像の実現をめざす、といった計画の主旨を視覚的につたえるイ

ラストを掲載しました。概要版に関して、本日、委員の皆様には内容をご確認

いただき、ご意見をいただけると大変助かります。 

ありがとうございました。概要版のご紹介をいただきましたが、ご質問があれ

ばお願いしたいと思います。これはどのくらいの部数を作るのですか。ネット

上に紹介されてるのでしょうか。 

概要版については、これから印刷会社と調整を行います。予算も限りがありま

すのではっきりとした部数は確定しておりませんが、できる限り多く刷りたい

と思っています。また、作成の状況としてはまだ（案）の状況でございます。

本日委員の皆様からたくさんの意見をいただいて、よりよいものにしていきた

いと思っておりますので、公開はもう少し先になると思います。 

ありがとうございました。そのような位置づけでございますので、何かお気づ

きのことがあればご意見をお願いしたいと思います。 

まだこの冊子についての意見を言ってもよいのであればお伺いします。１１ペ

ージ「旅人と商人で賑わうまち、藤沢」に、木造蓮華座  附 木造聖観音立像

の写真が載っています。この重要性は、個人的にはわかるのですが、一般の方

にはインパクトが弱い写真ではないかなと心配しておりました。特に多くの方

に知ってもらうという意味では、藤沢宿のにぎわいが伝わりにくいと思います

が、これをあえて選んだ理由があったらお教えください。 

ここに載せた写真は、実際に計画本文に載せた写真である必要がございます。

計画本文の中で写真を載せているのが浮世絵、木造蓮華座 附 木造聖観音立

像、桔梗屋になります。浮世絵は「信仰と観光の島、江の島」に使用している

ため、ここでの掲載は見送りました。木造蓮華座 附 木造聖観音立像が市指定

の文化財であるため載せたが、見栄えという点では若干インパクトが弱いかも

しれませんので検討させていただきます。。 

委員がおっしゃるように地味という気はします。資料としては大変優秀なもの

だと思いますが、見た目でにぎわいがわかる方がよいかなと思います。事務局

はもう一度ご検討ください。 

おそらく浮世絵にするのが一番よいのではないかと思いますが、検討いたしま

す。 

浮世絵でよいと思います。藤沢市が所有している浮世絵コレクションは優秀な

ものであるため、それを紹介することはよいのではないかと思います。検討い

ただければと思います。 

書いてあることに対する受け取り方は人それぞれであり、意味があって作られ
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たのだと思います。今回やってみて、よりよいアイディアが出たら次回まとめ

る時にそれを盛り込めばよいのではないかと思います。ふじさわ歴史ストーリ

ーは素晴らしいヒントがいっぱいあるため、概要版のそれぞれのストーリーご

とに、本編の内容を手に入れる方法があればよいと思います。ペーパーレス化

なのはよいと思いますが、本編にアクセスしたらこういうものが手に入ります

よ、というアナウンスはできるのでしょうか。 

ご意見ありがとうございます。前回委員会でもふじさわ歴史ストーリーを個別

で活用できるようなものができないかというようなご意見をいただき、その意

見を踏まえ、概要版のふじさわ歴史ストーリーについては、見開きで大きなも

のにしました。さらに取り上げるというのは難しいですが、ホームページ等で

公開できると考えています。検討いたします。 

何かほかにお気づきのことはございますでしょうか。 

昨年度から会議に参加しております。見やすい形となり、よいものを作ってい

ただいたなというふうに感謝しております。６～７ページ「藤沢市の歴史文化

の特徴」は、子どもの視点から見て、色で分けてあるというところは見やすい

と思います。４～５ページ「いろいろな藤沢郷土資源」、資料がどこに保存さ

れているかを詳細に記載されているとよりよいと思います。「本編Ｐ．３３～

４０をチェック！」と記載されている箇所は、本編が別にあるのがわかる形に

なっています。小学校側からすると、概要版を見ただけで本編のどこにあるの

かが明確にわかるといいなと思いますが、記載が多すぎるとかえって読みにく

くなるということもあると思います。小学校では地域学習に取り組んでいるの

で、「ふじさわ歴史ストーリー」は子どもには郷土への愛着を持つための素晴

らしい教材になると思います。子どもたちが実際に地域の文化財に触れられる

ワークショップも今後機会を設けていただけるとありがたいです。次の担い手

として育てるためにも、子どもたちが自分の地元の地域の文化財に触れて、藤

沢市に還元するという形で広げていっていただければと思いますので、よろし

くお願いします。 

藤沢郷土資源の所在は計画本文を読めばわかりますが、具体的な所在地がすべ

て記載されているかというと、一目見ただけではわからないかもしれません。

記載されているものは、そのほか以外は全て指定等文化財となりますので、分

布図が本編ではなく資料編に載っております。資料編を案内することを検討す

るか、資料編を本編と合わせて確認いただくよう記載するかを検討いたしま

す。 

それでは先に議題を進めさせていただきます。議題（３）「（仮称）藤沢市藤沢

郷土資源保存活用推進協議会について」、ご説明をお願いいたします。 

お手元の資料４をご覧ください。「仮称）藤沢市藤沢郷土資源保存活用推進協

議会について（案）」になります。地域計画本編は、推進協議会を新たに立ち
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事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

上げ、文化財の保存・活用の進捗管理などを行っていきますということを記載

しております。そのため推進協議会を新たに立ち上げたいと思い、皆様のご意

見をいただけたらと思います。１設置の目的は、文化財保護法に基づいた地域

計画の推進等に必要な事項を協議するため推進協議会を設置いたします。２主

な役割の「（１）地域計画の変更に関すること」、これは内容変更、それから今

後更新していく場合もこの推進協議会で検討させていただきたいと思います。

それから、「（２）地域計画の推進に関すること」、「（３）地域計画の評価及び

進捗管理に関すること」、「（４）文化財の保存活用に係る関係者間の連絡調整

に関すること」、「（５）そのほか地域計画の目的達成のために必要な事項」、主

な役割としてはこの五つを考えております。構成員及び選出団体は、現在皆様

ご出席いただいております策定協議会をベースに考えていきたいと思ってお

ります。理由として、策定協議会は、地域計画つまり文化財の保存と活用を推

進していくための計画作りを担っていくための会議になり、委員の皆様には文

化財の保存の側と活用の側、両面からのご出席をいただきました。そういった

ところから、策定協議会にご出席いただいている団体の皆様からこのまま推進

協議会にも入っていただきたいと考えております。（１）から（５）まで書い

ておりますけれども、その中身としては四角の枠の中に列記させていただいて

おります。この会議で皆さんからご意見いただきまして変更も可能です。ご了

承いただけた場合、今後改めて各団体に正式な依頼をさせていただきたいと思

います。資料裏面をご覧ください。委員の皆様の任期、報酬、会議の開催回数

などを記載いたしました。任期につきましては、令和８年度から２年任期とさ

せていただきたいと思います。それから報酬については記載のとおりです。会

議の開催回数は、まだ定まってないところもございますが、年３回程度を考え

ています。最後になりますが、藤沢郷土資源、文化財を保存活用、推進してい

くためには、皆様の力が必要となります。私たち行政機関も含め、みんなで取

り組んでいきたいと考えております。 

推進協議会を作っていきたいというお話でした。何かご意見ありますか。 

前回の計画策定のときから、藤沢市史、藤沢市の文化財、歴史的背景に精通さ

れている方にぜひ参画していただきたいということを話しておりました。この

構成員の中ではどの分野の方になるのでしょうか。 

事務局を郷土歴史課が務めますので、対応させていただきたいと思います。行

政機関としては、郷土歴史課が出席させていただく予定ですが、議題によって

は関係課にも出席を依頼することを考えております。 

藤沢市史に精通している方に常時参加いただくことをお願いしたいと思って

おります。 

郷土歴史課が事務局を務めますので学芸員も出席させていただきますが、文化

財保護委員会から会長にもご出席いただいております。会長がいらっしゃると
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いうことを先に申し上げなければなりませんでした。大変失礼いたしました。 

委員のご意見は、そういう側面もあるかと思います。人数の問題もあるかもし

れませんが、市史を扱っているような専門家のご意見も承ってみたいと思いま

す。現在は、考古学の世界の人、歴史学の世界の人、学校の先生も委員として

入っている構成です。ふじさわ市史をご存知な方がいないという側面はあるか

と思います。オブザーバーという形か、何がよいのかわかりませんが、事務局

で考えてみてください 

かしこまりました。 

ほかにいかがでしょうか。 

裏面ですが、任期が２年間となっております、主な役割において「（１）地域

計画の変更、更新などに関わる」という説明でした。当初２年間だけでは、仮

に何か方針変更があったとすると、どのような形で変更が行われるのでしょう

か。 

説明が不足しておりました。委員任期は２年とさせていただきますが、その後

更新をさせていただきます。協議会としましては、今後長く続くものと考えて

おります。 

理解いたしました。 

ほかにいかがですか。推進協議会のスタート時期はいつからかまだわからない

ですか。 

１１月を予定しておりますが、正確なところはまだこれから調整を進めさせて

いただきます。 

用意した議題は以上でございますけれども、関連して何かありますか。 

養命寺でございます。先ほど概要版の質問で、文化財の資料がどこにあるかと

いう話をされていました。概要版では記載しないでしょうけれど、計画本編は

紙面になるということですか。それとも、データでホームページ上に掲載する

だけでしょうか。 

本編は、印刷・製本したものを作成します。あわせてホームページにも公開い

たします。 

養命寺の文化財は木造薬師如来坐像、木造日光菩薩・月光菩薩立像、木造十二

神将立像があります。木造薬師如来坐像は国指定重要文化財、木造日光菩薩・

月光菩薩立像は市指定重要文化財となっており、鎌倉国宝館に預けてあるた

め、現在お寺にはありません。木造十二神将立像だけがお寺にあるという状況

で、地域計画にお寺の名前や住所、電話番号等を記載した場合、状況によって

設置場所が変わる可能性があります。藤沢市に設置場所ができればそこに移動

させてもらうかもしれませんし、お寺に戻るかもしれません。お寺に設置する

ことになりますと１２年に１回のご開帳の時しか見られない状態になります。

現在は鎌倉国宝館にあり、展示してあれば見られる状況になっています。常に
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所在地が変わる状況で、どのように表記していくかが難しいと思います。また、

個人宅でどうしても公開できないものもあるなか、問い合わせが多くなると対

応が難しいということもあると思います。どこまで情報を公開するのでしょう

か。養命寺は、公表するのは構いませんが、状況によって所在地が変わってい

く中で、所有者だけを記載するのか、それとも拝観できる場合は拝観できる場

所と記載するのか。 

計画本文の方には所有者と、所有者の所在地のみを載せており、連絡先等は公

開いたしません。個人所有については、名前等を出さず「個人」と表記してお

ります。計画本編は変更するのも文化庁協議が必要になり、簡単に変更できま

せん。 

資料３、概要版３ページ、藤沢市の文化財の図についてです。江島神社、養命

寺など少なくとも概要版に記載されている場所はすべて入れていただいた方

がよいのではないかと思います。龍口寺は記載がありますが、江ノ島は江ノ島

としか記載されていません。 

ここに載せているのは、令和６年度に文化財に関するアンケートを行った際、

市民の方々から知っている文化財として挙がったものを使用しております。内

容については現在調整しておりますので、最終的に記載するものは、ご意見を

反映させていただきます。 

用意いただいた議題はこれで終わりになります。ご協力いただきましてありが

とうございます。計画本編もでき、文化庁との交渉も始まったようです。策定

協議会は推進協議会という形でこれから発展していくようですので、ぜひまた

ご協力いただければと思います。ご審議ありがとうございました。これから先

は事務局に司会をお返しします。 

会長、議事進行、本当にどうもありがとうございました。最後に事務連絡にな

ります。事務局からは特にございませんが、委員の皆様から何かございますで

しょうか。 

概要版が掲載されるのは、いつ頃ですか。 

正式には決めておりませんけれども、認定が取れ次第、周知を図っていきたい

と思ってております。計画本編は変更できない状態であり、既に固まっており

ます。 

表紙のデザインも固まっていますか。 

まだ案の状態でございますが、決まっております。 

非常に困ったなと思ってることがあります。私の方もある小冊子を作ろうとし

ており、その表紙に概要版表紙と似たような写真を使用しようと思って悩んで

おります。別に真似したわけではなくて、それぞれの事情があって選ばれた写

真だというふうに思っていただければ。私ども、江の島・藤沢ガイドクラブは

創立３０周年を迎えます。今までのような記録だけではなく、私どもがガイド
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で見つけたいいところ、あるいは藤沢市の紹介したいところなど、藤沢市四季

折々という形で本を作ろうと思っております。これ１冊あれば藤沢市のそこそ

このところはおわかりいただけるようなものにしたいと思って取材をしてお

ります。いろいろ関係先をご指導いただいきながらやっておりますので、その

際はよろしくお願いします。それから講演会を企画しており、会長にご登壇を

ご了解いただきました。ご興味ある方は、ぜひ会長の話を伺うようにしていた

だきたいなと思っております。まだ未発表ですがよろしくお願いします。 

委員、ありがとうございます。事務連絡としては、以上とさせていただきます。

ここで閉会となりますが、この藤沢市文化財保存活用地域計画策定協議会とし

ては、今回第８回をもって最後となります。ここで郷土歴史課長の栄から委員

の皆様に御礼を申し上げます。榮課長、よろしくお願いいたします。 

郷土歴史課長の栄です。委員の皆様、本当に長時間にわたってご審議をいただ

きましてありがとうございました。先ほどお話にもありましたが、この文化財

保存活用地域計画策定協議会につきましては、令和６年の５月に発足し、同年

７月の第１回の会議から約２年間開催をしまして、本日の第８回が最後の開催

ということになります。委員の皆様におかれましては、この計画の策定に当た

りまして、熱心にご協議いただき、それぞれの立場から貴重なご意見、多大な

ご協力を賜りまして、本当にありがとうございます。時には厳しいご指摘をい

ただくようなこともございましたが、これも計画をよりよいものにしていこう

という強い思いを寄せていただけたからこそと思っており、そのおかげをもち

ましてここまでたどり着くことができたのだと感じております。この場をお借

りいたしまして、委員の皆様、そしてオブザーバーとしてご参加いただいた皆

様に厚く御礼を申し上げます、ありがとうございました。本日の会議の中でご

説明をさせていただきましたが、この計画につきましていよいよ残すところあ

と２週間ほどで文化庁長官の認定を受ける予定となっています。当然その計画

を策定して終わりということではなく、これからがスタートということになり

ます、計画に位置づけている様々な取組等の進捗状況や、成果の把握を行って

いくことになります。文化財を取り巻く環境というのは依然として非常に厳し

い状況ではあり、様々な課題にも直面しているところではございますが、本市

としては今回の新たな計画策定を大きな転換期として捉え、この計画に基づき

ながら文化財の保護施策を推進してまいりたいと考えております。委員の皆様

におかれましては、今後ともご指導ご鞭撻をいただくとともに、藤沢市郷土資

源の保存活用の積極的な取組に向け、新たに発足をする予定の藤沢市郷土資源

保存活用推進協議会におきまして、引き続きお力添えを賜りたく、何卒よろし

くお願い申し上げます。以上で御礼の挨拶とさせていただきます、ありがとう

ございました。 

それでは以上で、第８回藤沢市文化財保存活用地域計画策定協議会を終了させ
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 ていただきます。本当にこれまでどうもありがとうございました。 

 

 

 


